
 
  

区分 審査基準 キーワード 審査の視点 

団体 

組織体制 

 団体の強み 

 会員の役割分担 

 自主財源の確保 

知識，専門性，経験など他にない強みがあるか 

事業実施，事務処理，広報など会員間で役割を分担しているか 

自主財源（事業収益，寄付，会費）を確保する取り組みはあるか 

意欲 

 活動頻度 

 (新)姿勢と熱意 

 (２)ブログ投稿 

打ち合わせや活動を定期的に行っているか（開催頻度，参加会員数） 

【新規のみ】課題解決に取り組む姿勢と熱意に共感できるか 

【２年目以降】ブログ「まちづくりびと＠倉敷」への投稿回数 

活動 

 情報公開 

 活動計画 

 (２)目標への取り組み 

団体の信頼性を高めるため，運営や活動の情報公開をしているか 

中・長期的な活動計画があるか 

【２年目以降】設定した目標への取り組み状況 

目的 

課題設定 

 課題への共感 

 社会的背景 

 市民ニーズ 

解決しなければならないという点に共感できるか 

設定した課題は社会的背景に合致しているか 

市民ニーズは事実にもとづいて分析されているか 

公益性 

 受益者の範囲 

 補助の可否 

 市民サービスの向上 

利益を受ける範囲が限定的ではなく，不特定多数の市民に開かれているか 

行政が補助してよい内容であるか 

事業の実施により市民サービスの向上が期待できるか 

計画 

有効性 

 課題解決への有効性 

 住み良いまちの実現 

 波及効果 

課題解決に向け，的を射る有効な事業計画であるか 

住み良いまちの実現につながる内容であるか 

事業の発展や地域社会への波及効果が期待できるか 

妥当性 

 市民の理解 

 設置目的との整合性 

 実施回数 

趣味的なものではなく，一般市民の理解が得られる内容であるか 

事業計画は団体の設置目的に沿っているか 

活動の実施回数は十分確保されているか 

協働性 

【協働事業部門のみ】 

 団体と市の役割分担 

 相乗効果 

 意見の反映 

団体と市の役割分担が明確かつ妥当であるか 

団体が単独で実施するよりも，明らかに高い効果が見込めるか 

事業計画に団体と市，双方の意見を反映しているか 

実現 

創意工夫 

 情報発信 

 時期・場所 

 アイデア 

活動を広く知ってもらう工夫がみられるか 

実施時期や開催場所の選定に，事業の効果を高める工夫がみられるか 

新しい視点からのアイデアや独自性が盛り込まれているか 

実施体制 
 他組織との連携 

 スタッフの確保 

地域，団体，企業など，他の組織と実施に必要な連携が図られているか 

事業遂行に必要な専門知識や技術を持ったスタッフを確保しているか 

予算 予算設定 

 費用対効果 

 積算根拠 

 受益者負担 

過大な支出を抑えた，費用対効果の高い予算設定であるか 

予算額の積算根拠が明確であるか 

参加費を集めるなど，相応の受益者負担を求めているか 
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